
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キャリア教育 ６年 絆を育む学校づくり支援事業 

 

 

 

 

      異校種が集まる『文教ゾーン』に位置する本校のよさを生かした取組の１つとして，コア

専門学校の観光ホスピタリティ科の林先生を講師にお招きしてキャリア教育の授業を行いました。授業

は．６年生の総合的な学習の時間に位置付けられている『はたらくことについて』という単元です。キ

ャビンアテンダントの仕事を通して，ホスピタリティとは何かを伺う体験学習として，実施しました。 

ホスピタリティについてのお話から，今，学校で学んでいること

とこれからの自分の生き方にはつながりがあることを，学ばせてい

ただきました。生徒指導部を中心として，日常的に励行している挨

拶やルール，マナーを守ることなどは社会に出てからも重要なもの

であり，小学校のうちからしっかり身に付けることで，自分も相手

も気持ちよく生活できる大切なものであることをお話されていまし

た。『相手以上に相手を思う「おもてなし」の心がホスピタリティで

ある』ことを学んだ今回の授業は，子ども達にとって人との関係を

築く上で大きな財産を得る機会となりました。 
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帯広市立豊成小学校 

夢をはぐくむキャリア教育 

キャリア通信 
～ 大好きな自分 なりたい自分 みんなと生きる自分 ～ 

帯広コア専門学校 

 観光ホスピタリティ科 

 主任 林 佳奈子先生 

 
シンガポール航空でキャ

ビンアテンダントとしての

ご経験をもち，現在はホスピ

タリティについて生徒さん

への授業や講演など広くご

活躍されています。 

私は今回の授業を通して，ホスピ

タリティ（おもてなし）の大切さを

知りました。良いことをすると，そ

れは４倍になって返ってくること

に驚きました。あと，マナーとは，

自分が何をしたかじゃなくて，相手

がどう思ったかが大切だというこ

とを知りました。私はいつも自分は

何をしたという自己満足で終わっ

ていたので，もっともっと相手のこ

とを考えて，行動したいと思いま

す。あと，私はすごく忘れ物をして

しまうので，『準備９割』を合言葉

にこれから気を付けたいです。 

６年  大和谷 ゆみ 

私が初めて知ったことは，マナーにつ

いてです。説明を聞く前は自分のため，

自分の良いところを見せるだけだと思

っていましたが，林先生の話を聞いて，

マナーは自分のためでもあり，相手がと

う感じるのかということを知りました。

だから，誰かに怒られてしまったら，「ど

うして怒られたのか」「どうしたら怒ら

れないか」を深く考えて行動したいで

す。 

これからに生かしたいことは，夢に向

かっての３ステップです。この３つのス

テップを行って，夢をかなえたいです。 

私の夢が叶う一歩が今日できたと思

いました!    ６年  今泉 るな 課題について交流する子ども達 


